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2．　 有 機 酸

Organic　Acids

2−1　 Lactic 　 acid

　野村 ら
D

は，食品産業の 副生物有効利用を目的と し

て ，大豆 煮汁の 乳 酸発 酵 へ の 利 用 方法 を 検討 した．煮

汁に ケーン モ ラ セ ス を 添加 した培地 で ， 通 電透 析発 酵

を行 い，36・49 ／batch の 蓄積量を得 た． こ の 値 は ，

pH 制御を伴わな い 条件下 で の 3．5倍 に 達 し，炭 酸 カ

ル シ ウ ム を 添加 の さい と比較 して も1．2倍で あ っ た．

lytiCUSの 嫌気的電子伝達系 に つ い て 検討，細 胞 抽 出

液中 に おい て formate
， 水素 を 電子供与体と し，

　fuma−

rate を電子受容体と した succinate の生成を認 めた が，
NAD （P ♪H ，　Iactate，　malate ，　pyruvate は，電 子供 与 体

として 反応 しない との 結果を得 た ．膜 結合 性 cytoch ・

rome 　b が fumarate の 還元 に 関与 して い る もの と考え

られ た ．

2−2Succinic 　acid 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2−30xalic 　acid

　Yamameto ら
2》

は，偏性嫌気性 pa　BacXeroides　ureo ・　　 友枝 ら
s｝

は，・AsPergiilus　niger に よ る Citric　acid 生

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

1989年 第 4号 国内発酵工 学の 動向 ：ア ミノ 酸 279

成 の さ い の
，

。xalic 　acid の 副生機構に つ い て 検討した．

菌糸よ りの無細胞抽出液中に は ，
oxaloacetate ，　gエyoxy −

late か らの oxalate 生成活性，お よ び oxalate か ら

formate へ の 分解活性が 認め られ た ．

2−4　1taconic　 acid

　K 。kufuta ら
4，

は ，
　AsPergillus　terreus 　K26 株 1こ対 し，

pely （vinyl 　 alcohol ）sulfate （KPVS ）お よ び poly （di−

allyl　dimethylammQnium 　chloride ）（PDDA ）添加に ょ

る フ ロ ッ ク形成 を行わ しめ， 菌糸 の 生育 と itaconic

acid 生産 につ い て ，振蘯 フ ラ ス コ 培養 で の 検討 を 行

っ た．酸生成の 比生産速度 は，フ ロ
ッ ク形成の 有無 に

関わらず大差は認 め られな か っ た ．

2−5　L ・α ・Aminoadipic 　aci 〔1

　Mochizuki ら
s）

は，・Alcaligenes　sp ．309B1 株 に よ る，

D レ pipecolic　acid か らの L 一α 一aminoadipic 　acid の 生成

に っ い て 鹸討，L・pipecolic　acid の 方が よ り資化 さ れ易

く，L・α・aminoadipic 　acid へ の 転換率 は 5696と の 結果

を得た ．

2−6　 Gitric　 acid

　Kirimura ら
5，

は，　AsPergiVgus　niger の citric 　add

生産性二 倍体株を benomyl 処理 し haploid 化，親株

より生産性 の 向上 した prQtotroph 株を分離 した．親

株の citric 　acid 生産 は ，methanol に よ り促進 され た が，

prototroph株の 固体培養 に お ける生産株は，　methanol

非存在下 の 方が 良好で あ っ た．

2−7　2
，
5−Diketo −D −gluconic　 acid

　Sonoyama ら
7，

は，五7 割 觀毎 属菌 （SHS 　2003，　ATCC

31623； SHS 　2006，　ATCC 　31626｝ SHS 　2008
，
　ATCC

31628） を 用 い て ，30％（w ／v ） の D −gluc。 se か ら 70

mo1 ％ 以上 の 収率 で ，
　calcium 　2

，
5・diketo−D・gluconate

の生成を認めた．全菌体 ， 細胞抽出液か らの 結果よ り，

D−gluconate，2・keto・D ・gluconate　が D ・glucose か ら

2，5−diketo−D −gluconate へ の 反 応 中間体と考え られた・
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3．　 ア　 ミ　 ノ　 酸

Amino 　Acids

3−1　 L −Valine

　Yamashiro ら
D
は，土壌中 よ り 5−is。ProPylhydanto°

in から立体特異的に L −valine を生成する細菌 Baci−

〜lus　brevis　AJ −12299 を分離 し，
レ valine 分解活性低下

株 を誘導す る こ と に よ り， 生産性を向上させ た．至 適

生産条件は，温度 30℃ ，pH 　7．　O”・7．　5 の範囲 に あり，

L −valine 生 成 に 関 与す る酵 素 は，5−is。propylhydantoin

の添加に よ り誘導的 に 生成 した ． こ の 菌株 は ，
L ・

valine 以外 に も，
5・substituted 　hydantoin か ら， 各々

に 対応 した ア ミノ 酸 を 生 成 した ．

3−2　L−】しeucine

　Azuma ら
2）

は，　 L −1eucine生産株 Cor
γ

nebacterium

glatamicum 　H −1204 の L −leucine生産性 が 不安定な 原

因として ，生産 能力低下株 の 培地中 へ の 出現を 指摘 し

た ．培地中 へ の L−valine 添加に よ り，
L ・leucine生産能

力低下株 の 生育 が抑制 さ れ，一
方で 生産能力保有株 の

生育 は 促進，L ・leucine生 産が安定化す る こ とが判 明 し

た．

　 Azuma ら
3，
は，　 L −leucine生産株 C．81utainicum

H −1204 の α
・aminobutyrate 耐性株 AB −47 株を誘導，

菌体内の L ・valine 濃度を 増加 さ せ る こ とに よ り rever ・
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